
株式会社フォーバル連結子会社

株式会社進駸堂販売 代表取締役社長交代のお知らせ
～栃木県における中小・小規模企業向けコンサルティングサービスを強化～

『「新しいあたりまえ」で、新しい世界を創るFORVAL』を理念に掲げる、次世代経営コンサルタント集

団である株式会社フォーバル（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中島將典、東証プライム市場（証

券コード：8275）以下「フォーバル」）の連結子会社である株式会社進駸堂販売（本社：栃木県小山市、

前代表取締役社長：渡辺順一、以下「進駸堂販売」）は、栃木県における中小・小規模企業向けコンサル

ティングサービスの展開を強化するため、2023年4月1日付で代表取締役社長に森由光（もり よしみつ）

が就任しますことをお知らせします。

また、前代表取締役社長の渡辺順一は、同日付で進駸堂販売の取締役会長に就任いたします。

＜報道関係各位＞ 2023年4月11日
フォーバルPR事務局

新代表取締役社長・森由光 コメント

今後は事業の基礎として「ファン創り」を心掛けてまいります。新人もベテランも、何をするために入社

したのかと考えた時に共通言語となったのは「ファンを創る」ということでした。そしてフォーバルで培っ

た職種や部門を超えたチーム連携も継続させていきたいと思います。これが無ければ今の私はありませんし、

チーム力を強化することで数多の困難を乗り越えることができたからです。これまで育んだチーム連携や関

係者の皆さまとのご縁は切らすことはなく、進駸堂販売においても輪を広げていけるよう取り組んでまいり

ます。

またグループ事業の中核であり、すでに他の自治体へのデジタル人材派遣実績があり、GDXアドバイザー

の育成に取り組む「F-Japan」構想の展開にも尽力してまいります。そして栃木県からDXを拡大させ「栃木

の子どもたちの明るい未来創り」、「地元企業のファン創り」に自らチャレンジしていきますので、今後と

もご支援をよろしくお願い申し上げます。

■略歴

2006年4月株式会社フォーバル入社。2019年4月に首都圏第二支社中央第三支店長に就任。そこでの実績を

認められ、 2021年4月新営業プロジェクトを担う城北支店長へ就任。2023年4月進駸堂販売代表取締役社長

へ就任。



【本件に関する報道関係のお問合せ先】

フォーバルPR事務局（株式会社アンティル内）：播磨・小原・柳

TEL：03-6821-7863FAX：03-6685-5265MAIL:forval_pr@vectorinc.co.jp

企業経営を支援する次世代経営コンサルタント集団で、中小・小規模企業のDXアドバイザーのリーディン

グ・プレーヤーであるフォーバル（資本金：41億50百万円、東証プライム市場【証券コード：8275】）は、

中小・小規模企業を対象に「情報通信」「海外」「環境」「人材・教育」「起業・事業承継」の5分野に特

化したコンサルティングサービスをコアビジネスとしています。詳しくは、ホームページ

（https://www.forval.co.jp/）をご参照ください。

■会社概要

社名：株式会社フォーバル

代表：代表取締役社長 中島 將典

設立：1980年（昭和55年）9月18日

所在地：東京都渋谷区神宮前五丁目52番2号青山オーバルビル14階

URL：https://www.forval.co.jp/

株式会社フォーバルとは

株式会社進駸堂販売とは

進駸堂販売は、明治時代創業の進駸堂(書店)より、分社独立しました。学校教科書・教材と事務機・家具・

OA機器等販売を通じて、官公庁様、学校様、工場様、法人様の仕事の生産性向上のお手伝いをさせていただ

いております。今後は「お客様と伴走」をテーマに、これまでの教科書教材、オフィスつくり推進に加えて、

県内初取得（認定事業者・アドバイザー）のＤＸについてもお客様と伴走して、お客様に信頼と一流のサービ

スを提供することで、地域社会の文化・教育レベルの向上に貢献していきます。

■会社概要

社名 ：株式会社進駸堂販売

代表 ：代表取締役社長 森由光

設立 ：2009年（平成21年）9月17日

所在地 ：栃木県小山市城東1－7－36

URL ：https://www.shinshindou.co.jp/

フォーバルは、国が掲げる日本の未来を拓く4つの原動力「グリーン」「デジタル」「活力ある地方創
り」「少子化対策」を実現するために「F-Japan」構想を掲げ、中小・小規模企業のグリーン及びデジタル
トランスフォーメーション（以下「GDX」）化を実現するために、産官学の連携により全国に伴走型の支
援ができるGDXアドバイザーの育成に取り組んでいます。GDXアドバイザーの育成は、地方創生において、
地元に新たな産業を生み、若者の流出を防ぎ、地域経済の活性化が図れるという好循環を起こすことが期
待できます。

「F-Japan」構想について
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